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No.863 2025 年 11 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344
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　河川の水質保全や公衆衛生の向上を図るため、下水道事業および浄化槽事業を実施しています。

　令和６年度の下水道の管路延長は95,790 ｍであり、水洗化率は92.0％で前年度比 0.3％の増と

なり、有収水量は453,058㎥で前年度比 7,139㎥の減となりました。

　収益的収支については、収入５億８１８５万２千円、支出５億３１３１万９千円となりました。

当期純利益は５億５３２２万２千円となりました。資本的収支については、収入２億６５０５万９千円、

支出３億８７２１万５千円となりました。

※問い合わせは、環境整備課　☎８３－２３６７

【令和６年度下水道事業会計決算】

収　　入 支　　出

科　　目 決 算 額 科　　目 決 算 額

営 業 収 益 76,711 営 業 費 用 476,227

営業外収益 505,141 営業外費用 43,850

特 別 利 益 0 特 別 損 失 11,242

合　　計 581,852 合　　計 531,319

　　【収益的収入および支出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　【資本的収入および支出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

収　　入 支　　出

科　　目 決 算 額 科　　目 決 算 額

他会計補助金 140,000 建設改良費 123,540

補助金

125,059

（国：2,547）

（都：122,512）

企業債償還金 263,675

合　　計 265,059 合　　計 387,215
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【積立基金の推移】
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財政調整基金① 減債基金② 公共施設整備基金③

観光施設等整備基金④ 社会福祉・教育文化基金⑤ 庁舎建設基金⑥

学校教育施設整備基金⑦ 森林環境整備基金⑧ 防災減災基金⑨

(単位：百万円)

グラフ左から①、②、③・・・となります。

　積立基金（町の貯金）の現在高は、地方交付税の交付増などにより積み増すことができました。しか

しながらこれらの積立基金は、奥多摩処理区下水道整備事業に要した起債（借金）の償還（返済）や

役場庁舎をはじめとする公共施設などの老朽化対策費用の財源として活用していく状況にあります。

　町では、自前で確保できる収入（自主財源）に比べ歳出が非常に大きい状況にあり、財源依存して

いる国や東京都の今後の財政状況によっては、厳しい財政運営を強いられる可能性があります。

【令和６年度特別会計決算総括表】

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額

都民の森管理運営事業特別会計 ９１９２万８千円 ７７７６万５千円 １４１６万３千円

山のふるさと村管理運営事業特別会計 １億８０８６万３千円 １億６７７７万９千円 １３０８万４千円

国民健康保険特別会計 ６億７８０９万６千円 ６億４４１２万６千円 ３３９７万円

後期高齢者医療特別会計 ２億４１００万１千円 ２億３３４０万６千円 ７５９万５千円

介護保険特別会計 ８億５２６１万５千円 ８億４５６２万８千円 ６９８万７千円

合　　　　　　計 ２０億４４５０万３千円 １９億６８７０万４千円 ７５７９万９千円

　特別会計は令和６年度から下水道事業会計が公営企業会計に移行したため、5つの会計となりました。

特別会計の決算額（合計）は、前年度に比べて歳入で1.0%、歳出で 0.4% の増となっています。主な増要因は、

山のふるさと村において設備の老朽化に伴う修繕費が増となったことによるものです。
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特別会計の決算額（合計）は、前年度に比べて歳入で1.0%、歳出で 0.4% の増となっています。主な増要因は、

山のふるさと村において設備の老朽化に伴う修繕費が増となったことによるものです。

決
算
状
況
②

16No.863 令和 7年 11 月 5 日広 報 お く た ま

【積立基金の推移】

1,621

1,764

1,839

1,769

1,880

1,100

1,212

1,273

1,275

1,292

733

761

789

817

845

390

436

476

513

556

64

62

107

98

97

953

1,304

1,704

1,824

1,774

9

12

15

17

20

43

70

100

124

156

20

30

40

50

60

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

令令和和2年年度度

令令和和3年年度度

令令和和4年年度度

令令和和5年年度度

令令和和6年年度度

財政調整基金① 減債基金② 公共施設整備基金③

観光施設等整備基金④ 社会福祉・教育文化基金⑤ 庁舎建設基金⑥

学校教育施設整備基金⑦ 森林環境整備基金⑧ 防災減災基金⑨

(単位：百万円)

グラフ左から①、②、③・・・となります。

　積立基金（町の貯金）の現在高は、地方交付税の交付増などにより積み増すことができました。しか

しながらこれらの積立基金は、奥多摩処理区下水道整備事業に要した起債（借金）の償還（返済）や

役場庁舎をはじめとする公共施設などの老朽化対策費用の財源として活用していく状況にあります。

　町では、自前で確保できる収入（自主財源）に比べ歳出が非常に大きい状況にあり、財源依存して

いる国や東京都の今後の財政状況によっては、厳しい財政運営を強いられる可能性があります。

【令和６年度特別会計決算総括表】

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額

都民の森管理運営事業特別会計 ９１９２万８千円 ７７７６万５千円 １４１６万３千円

山のふるさと村管理運営事業特別会計 １億８０８６万３千円 １億６７７７万９千円 １３０８万４千円

国民健康保険特別会計 ６億７８０９万６千円 ６億４４１２万６千円 ３３９７万円

後期高齢者医療特別会計 ２億４１００万１千円 ２億３３４０万６千円 ７５９万５千円

介護保険特別会計 ８億５２６１万５千円 ８億４５６２万８千円 ６９８万７千円

合　　　　　　計 ２０億４４５０万３千円 １９億６８７０万４千円 ７５７９万９千円

　特別会計は令和６年度から下水道事業会計が公営企業会計に移行したため、5つの会計となりました。

特別会計の決算額（合計）は、前年度に比べて歳入で1.0%、歳出で 0.4% の増となっています。主な増要因は、

山のふるさと村において設備の老朽化に伴う修繕費が増となったことによるものです。

決
算
状
況
②

16No.863 令和 7年 11 月 5 日広 報 お く た ま

【積立基金の推移】

1,621

1,764

1,839

1,769

1,880

1,100

1,212

1,273

1,275

1,292

733

761

789

817

845

390

436

476

513

556

64

62

107

98

97

953

1,304

1,704

1,824

1,774

9

12

15

17

20

43

70

100

124

156

20

30

40

50

60

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

令令和和2年年度度

令令和和3年年度度

令令和和4年年度度

令令和和5年年度度

令令和和6年年度度

財政調整基金① 減債基金② 公共施設整備基金③

観光施設等整備基金④ 社会福祉・教育文化基金⑤ 庁舎建設基金⑥

学校教育施設整備基金⑦ 森林環境整備基金⑧ 防災減災基金⑨

(単位：百万円)

グラフ左から①、②、③・・・となります。

　積立基金（町の貯金）の現在高は、地方交付税の交付増などにより積み増すことができました。しか

しながらこれらの積立基金は、奥多摩処理区下水道整備事業に要した起債（借金）の償還（返済）や

役場庁舎をはじめとする公共施設などの老朽化対策費用の財源として活用していく状況にあります。

　町では、自前で確保できる収入（自主財源）に比べ歳出が非常に大きい状況にあり、財源依存して

いる国や東京都の今後の財政状況によっては、厳しい財政運営を強いられる可能性があります。

【令和６年度特別会計決算総括表】

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額

都民の森管理運営事業特別会計 ９１９２万８千円 ７７７６万５千円 １４１６万３千円

山のふるさと村管理運営事業特別会計 １億８０８６万３千円 １億６７７７万９千円 １３０８万４千円

国民健康保険特別会計 ６億７８０９万６千円 ６億４４１２万６千円 ３３９７万円

後期高齢者医療特別会計 ２億４１００万１千円 ２億３３４０万６千円 ７５９万５千円

介護保険特別会計 ８億５２６１万５千円 ８億４５６２万８千円 ６９８万７千円

合　　　　　　計 ２０億４４５０万３千円 １９億６８７０万４千円 ７５７９万９千円

　特別会計は令和６年度から下水道事業会計が公営企業会計に移行したため、5つの会計となりました。

特別会計の決算額（合計）は、前年度に比べて歳入で1.0%、歳出で 0.4% の増となっています。主な増要因は、

山のふるさと村において設備の老朽化に伴う修繕費が増となったことによるものです。

決
算
状
況
②

16No.863 令和 7年 11 月 5 日広 報 お く た ま

【積立基金の推移】

1,621

1,764

1,839

1,769

1,880

1,100

1,212

1,273

1,275

1,292

733

761

789

817

845

390

436

476

513

556

64

62

107

98

97

953

1,304

1,704

1,824

1,774

9

12

15

17

20

43

70

100

124

156

20

30

40

50

60

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

令令和和2年年度度

令令和和3年年度度

令令和和4年年度度

令令和和5年年度度

令令和和6年年度度

財政調整基金① 減債基金② 公共施設整備基金③

観光施設等整備基金④ 社会福祉・教育文化基金⑤ 庁舎建設基金⑥

学校教育施設整備基金⑦ 森林環境整備基金⑧ 防災減災基金⑨

(単位：百万円)

グラフ左から①、②、③・・・となります。

　積立基金（町の貯金）の現在高は、地方交付税の交付増などにより積み増すことができました。しか

しながらこれらの積立基金は、奥多摩処理区下水道整備事業に要した起債（借金）の償還（返済）や

役場庁舎をはじめとする公共施設などの老朽化対策費用の財源として活用していく状況にあります。

　町では、自前で確保できる収入（自主財源）に比べ歳出が非常に大きい状況にあり、財源依存して

いる国や東京都の今後の財政状況によっては、厳しい財政運営を強いられる可能性があります。

【令和６年度特別会計決算総括表】

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額

都民の森管理運営事業特別会計 ９１９２万８千円 ７７７６万５千円 １４１６万３千円

山のふるさと村管理運営事業特別会計 １億８０８６万３千円 １億６７７７万９千円 １３０８万４千円

国民健康保険特別会計 ６億７８０９万６千円 ６億４４１２万６千円 ３３９７万円

後期高齢者医療特別会計 ２億４１００万１千円 ２億３３４０万６千円 ７５９万５千円

介護保険特別会計 ８億５２６１万５千円 ８億４５６２万８千円 ６９８万７千円

合　　　　　　計 ２０億４４５０万３千円 １９億６８７０万４千円 ７５７９万９千円

　特別会計は令和６年度から下水道事業会計が公営企業会計に移行したため、5つの会計となりました。
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　積立基金（町の貯金）の現在高は、地方交付税の交付増などにより積み増すことができました。しか

しながらこれらの積立基金は、奥多摩処理区下水道整備事業に要した起債（借金）の償還（返済）や

役場庁舎をはじめとする公共施設などの老朽化対策費用の財源として活用していく状況にあります。

　町では、自前で確保できる収入（自主財源）に比べ歳出が非常に大きい状況にあり、財源依存して

いる国や東京都の今後の財政状況によっては、厳しい財政運営を強いられる可能性があります。
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特別会計の決算額（合計）は、前年度に比べて歳入で1.0%、歳出で 0.4% の増となっています。主な増要因は、

山のふるさと村において設備の老朽化に伴う修繕費が増となったことによるものです。
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山のふるさと村管理運営事業特別会計 １億８０８６万３千円 １億６７７７万９千円 １３０８万４千円

国民健康保険特別会計 ６億７８０９万６千円 ６億４４１２万６千円 ３３９７万円

後期高齢者医療特別会計 ２億４１００万１千円 ２億３３４０万６千円 ７５９万５千円

介護保険特別会計 ８億５２６１万５千円 ８億４５６２万８千円 ６９８万７千円

合　　　　　　計 ２０億４４５０万３千円 １９億６８７０万４千円 ７５７９万９千円

　特別会計は令和６年度から下水道事業会計が公営企業会計に移行したため、5つの会計となりました。

特別会計の決算額（合計）は、前年度に比べて歳入で1.0%、歳出で 0.4% の増となっています。主な増要因は、

山のふるさと村において設備の老朽化に伴う修繕費が増となったことによるものです。
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【積立基金の推移】
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観光施設等整備基金④ 社会福祉・教育文化基金⑤ 庁舎建設基金⑥
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(単位：百万円)

グラフ左から①、②、③・・・となります。

　積立基金（町の貯金）の現在高は、地方交付税の交付増などにより積み増すことができました。しか

しながらこれらの積立基金は、奥多摩処理区下水道整備事業に要した起債（借金）の償還（返済）や

役場庁舎をはじめとする公共施設などの老朽化対策費用の財源として活用していく状況にあります。

　町では、自前で確保できる収入（自主財源）に比べ歳出が非常に大きい状況にあり、財源依存して

いる国や東京都の今後の財政状況によっては、厳しい財政運営を強いられる可能性があります。

【令和６年度特別会計決算総括表】

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０
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